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寛
永
十
六
年
七
月
五
日
（
エ
ハ
一
二
九
年
八
月
四
日
）
、
幕
府
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
入
国
を
禁
じ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
中
国
人
以
外
の
一
切
の
外
国
人
と
の
通
商
が
禁
止
さ
れ
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
年
）
以
来
築
か
れ
て
い
た
長
崎
の
出
島
（
始
め
島
と
称
し
、
中
頃
ま
で
築
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
が
完
成
し
て
い
て
、
そ
こ
に
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
等
が
追
放
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
跡
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
平
戸
よ
り
移
転
し
て
来
た
。
そ
れ
は
寛
永
十
八
年
（
ニ
ハ
四
〇
年
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
職
員
中
、
医
官
一
名
が
相
交
替
し
て
来
朝
し
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
に
医
学
を
伝
授
し
、
漸
く
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
わ
が
国
に
興
隆
す
る
こ
と
と
な
り
、
南
蛮
医
学
を
凌
駕
す
る
に
至
っ
た
。
　
中
で
も
、
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
O
器
℃
震
ω
o
富
目
－
σ
①
『
鵬
Φ
b
ハ
ン
ス
・
ヨ
ァ
ン
・
ス
テ
ィ
ビ
ン
＝
帥
ロ
の
冒
陶
b
ω
江
－
σ
ぢ
ア
ル
マ
ン
ス
・
カ
ッ
ツ
》
＝
日
費
あ
因
餌
旨
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ッ
シ
ュ
U
鋤
巳
巴
団
臣
O
ゴ
ウ
ィ
レ
ム
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
≦
竃
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目
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口
知
『
『
b
O
ウ
ィ
レ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
≦
ヨ
①
B
国
O
中
日
四
昌
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
国
b
四
①
H
σ
o
旨
国
讐
β
℃
譜
『
カ
ル
ル
・
ぺ
ー
タ
ー
・
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
O
田
二
℃
①
冨
『
↓
げ
ロ
b
σ
o
H
凶
ヤ
ン
・
フ
レ
デ
リ
ク
・
フ
ェ
イ
ル
ケ
宣
b
閃
3
α
段
爵
切
色
涛
O
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
頃
げ
一
一
首
℃
閃
【
節
b
N
函
巴
け
『
甲
ω
田
同
＜
0
5
ω
一
①
σ
O
箆
オ
ッ
ト
ー
・
モ
ー
ニ
ッ
ケ
○
辞
O
宝
O
ゴ
巳
－
犀
Φ
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
］
．
甲
国
．
＜
四
コ
α
①
b
㊥
【
O
O
犀
等
は
特
に
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
フ
ァ
ン
．
デ
ン
．
ブ
ル
ッ
ク
の
後
任
で
あ
り
、
第
二
次
海
軍
伝
習
教
官
で
も
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
リ
デ
ィ
ウ
ス
・
カ
タ
リ
ヌ
ス
・
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ル
ト
匂
O
げ
四
b
ロ
①
ω
ピ
一
α
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O
田
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ぎ
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ω
男
o
目
需
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弩
ζ
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巳
R
＜
o
o
旨
は
上
記
の
人
々
の
な
し
得
な
か
っ
た
洋
式
医
学
教
育
の
徹
底
化
を
実
現
し
た
が
、
又
、
そ
の
ポ
一4一
ン
ペ
の
開
い
た
医
学
伝
習
の
系
譜
が
今
日
の
長
崎
大
学
医
学
部
に
ま
で
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
た
ち
の
残
し
た
西
洋
医
学
の
伝
来
と
発
展
を
示
そ
う
。
　
　
第
一
項
カ
ス
パ
ル
・
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ソ
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
ペ
ル
ま
で
　
南
蛮
医
学
の
系
統
が
禁
教
に
よ
っ
て
衰
微
し
た
後
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
る
医
学
伝
来
と
し
て
最
も
初
期
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
の
は
カ
ス
パ
ル
流
の
祖
と
し
て
知
ら
れ
る
カ
ス
パ
ル
．
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
〇
四
ω
℃
9
目
ω
o
『
餌
ヨ
σ
①
H
α
q
o
p
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
●
ワ
レ
ン
タ
イ
ン
勾
轟
b
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す
く
巴
Φ
三
一
甘
の
日
本
日
誌
に
よ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ば
慶
安
二
年
十
月
二
十
四
日
（
一
六
四
九
年
九
月
十
九
日
）
に
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
は
来
朝
し
、
出
島
に
お
い
て
同
年
十
月
二
日
（
陽
暦
十
一
月
七
日
）
よ
り
若
い
日
本
の
外
科
学
生
四
人
を
教
え
た
。
　
こ
の
年
十
月
二
十
一
日
（
陽
暦
十
一
月
二
十
五
日
）
に
至
り
、
新
た
に
渡
来
し
た
オ
ラ
ン
ダ
特
派
使
節
ア
ン
ド
リ
ウ
ス
．
フ
リ
ジ
ウ
ス
》
b
α
ユ
臣
勾
二
ω
言
ω
は
、
医
師
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
そ
の
他
と
と
も
に
長
崎
を
発
し
、
江
戸
に
参
勤
し
た
が
、
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
　
　
　
第
一
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西
洋
医
学
伝
来
ン
は
フ
リ
ジ
ウ
ス
の
帰
崎
（
慶
安
三
年
三
月
七
日
即
ち
、
一
六
五
〇
年
四
月
七
日
）
以
後
も
江
戸
に
留
ま
り
、
医
学
を
伝
習
し
、
そ
し
て
慶
安
三
年
十
月
十
三
日
（
一
六
五
〇
年
十
一
月
六
日
）
、
長
崎
に
帰
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
興
隆
し
た
。
そ
し
て
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
の
名
カ
ス
パ
ル
が
流
名
と
さ
れ
、
後
世
ま
で
、
永
い
間
、
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
門
人
と
し
て
は
、
猪
股
伝
兵
衛
、
山
旦
二
郎
左
衛
門
、
鳥
飼
道
節
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
猪
股
伝
兵
衛
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
通
詞
で
、
寛
文
四
年
四
月
二
日
、
没
し
た
人
で
あ
る
。
　
山
口
三
郎
左
衛
門
は
江
戸
で
ス
ハ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
に
医
学
を
学
び
、
ユ
ー
リ
ア
ン
・
ス
ヘ
ー
デ
ル
富
g
ユ
蝉
o
口
ω
o
げ
o
α
Φ
一
　
に
つ
い
て
砲
術
を
学
ん
だ
人
で
、
更
に
長
崎
で
医
学
を
修
業
し
た
。
　
ア
ン
ス
・
ヨ
ァ
ン
・
ス
テ
ィ
ビ
ン
＝
四
b
ω
｝
O
曽
b
ω
ユ
σ
ぢ
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
年
）
に
長
崎
に
渡
来
し
た
が
、
儒
医
向
井
元
升
は
翌
年
、
幕
命
に
よ
り
、
西
吉
兵
衛
を
通
訳
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
質
し
、
紅
毛
流
外
科
秘
要
を
著
わ
し
た
。
ス
テ
ィ
ピ
ン
は
カ
ス
パ
ル
と
同
じ
く
、
単
に
ア
ン
ス
・
ヨ
ァ
ン
と
も
呼
ば
れ
て
一5一
第
二
節
　
　
出
島
の
オ
ラ
ソ
ダ
商
館
医
い
る
。
　
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
年
）
渡
来
し
た
ア
ル
マ
ン
ス
・
カ
ッ
ツ
≧
目
弩
。
。
国
讐
N
（
鵠
雲
B
彗
拐
内
讐
N
）
に
学
ん
だ
嵐
山
甫
安
は
カ
ッ
ツ
が
寛
文
二
年
九
月
二
十
三
日
（
一
六
六
二
年
十
一
月
三
日
）
、
帰
国
し
た
後
も
次
番
の
ブ
ッ
シ
ュ
U
9
の
巳
巴
切
議
畠
に
学
ん
だ
。
ブ
ッ
シ
ュ
は
同
年
九
月
九
日
（
陽
暦
十
月
二
十
日
）
渡
来
し
、
翌
年
九
月
に
帰
国
し
た
。
　
甫
安
は
平
戸
藩
医
と
な
り
、
蕃
国
治
方
類
聚
を
撰
し
た
が
、
そ
の
門
人
の
う
ち
、
桂
川
甫
筑
は
後
に
江
戸
に
出
、
宝
永
元
年
幕
医
と
な
り
、
代
々
甫
筑
、
甫
周
等
を
名
乗
り
、
父
祖
の
業
継
い
だ
。
　
瀬
尾
昌
宅
（
昌
琢
）
の
韓
は
淳
範
で
あ
る
。
生
所
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
正
保
二
年
生
れ
で
あ
る
。
寛
文
年
間
、
長
崎
に
来
遊
し
て
出
島
蘭
館
に
出
入
し
、
外
科
を
ア
ル
ノ
ル
ド
・
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
＞
旨
o
置
9
容
ζ
に
学
び
、
そ
の
修
業
証
書
を
得
た
。
そ
れ
は
寛
文
七
年
十
二
月
六
日
（
一
六
六
八
年
一
月
十
九
日
）
で
あ
っ
た
。
立
会
証
明
し
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
名
村
八
左
衛
門
、
西
吉
兵
衛
、
加
福
吉
左
衛
門
、
本
木
庄
太
夫
、
富
永
市
郎
兵
衛
、
立
石
太
兵
衛
、
楢
林
新
右
衛
門
の
他
、
検
使
役
人
渡
辺
金
右
衛
門
正
綱
、
中
村
久
右
衛
門
安
勝
、
矢
中
友
太
夫
乗
直
で
あ
る
。
　
昌
宅
は
貞
享
元
年
四
月
七
日
、
幕
府
に
召
さ
れ
、
奥
医
と
な
り
、
そ
の
後
、
病
に
よ
り
閉
門
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
元
禄
二
年
六
月
四
目
、
小
普
請
と
な
り
、
十
一
月
七
日
、
再
び
奥
医
と
な
り
、
宝
永
五
年
十
二
月
九
日
、
法
眼
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
し
て
享
保
三
年
六
月
二
十
九
日
に
没
し
た
。
　
著
書
に
外
科
心
鏡
集
（
寛
文
七
年
、
林
道
栄
序
）
が
あ
る
。
　
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
年
）
夏
、
出
島
蘭
館
医
と
し
て
渡
来
し
た
ウ
ィ
レ
ム
．
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
≦
≡
①
日
冨
b
勾
『
『
b
①
は
一
六
四
七
年
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
フ
ェ
ン
テ
ル
U
零
o
巨
震
に
生
れ
、
フ
ラ
ネ
ケ
ル
切
轟
器
屏
震
の
大
学
、
ラ
イ
デ
ン
い
①
5
窪
大
学
に
学
ん
だ
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
は
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
ス
・
ジ
ル
フ
ィ
ウ
ス
閃
『
田
b
o
一
零
＝
ω
ω
三
く
ご
ω
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ホ
ル
ニ
ウ
ス
一
〇
－
げ
蝉
ロ
b
①
ω
＝
O
H
b
ご
ω
　
フ
ロ
ー
レ
ン
チ
ウ
ス
・
シ
ル
閃
δ
『
O
旨
ビ
ω
ω
9
覧
等
の
指
導
を
う
け
、
学
位
を
受
け
た
。
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
、
　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
奉
職
し
、
同
年
陽
暦
六
月
、
本
国
を
出
帆
し
、
翌
二
年
始
め
に
バ
タ
ビ
ア
切
9
の
宣
く
壁
に
着
い
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
二
十
三
日
（
一
六
七
四
年
六
月
二
十
一6一
日
）
、
　
カ
ピ
タ
ン
、
　
マ
ル
チ
ヌ
ス
・
ケ
ー
ツ
ァ
ル
　
ζ
効
旨
言
臣
○
田
Φ
N
畦
と
共
に
バ
タ
ビ
ア
を
出
帆
し
、
陽
暦
七
月
下
旬
長
崎
に
着
い
た
。
　
延
宝
三
年
及
び
四
年
（
一
六
七
五
－
七
六
年
）
の
春
、
江
戸
へ
参
礼
し
た
が
、
ウ
ィ
レ
ム
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
は
わ
が
国
の
鍼
灸
術
、
樟
樹
、
茶
を
研
究
し
た
。
そ
し
て
延
宝
四
年
秋
、
帰
国
し
た
。
そ
の
著
述
U
お
器
二
讐
ご
留
＞
H
些
ユ
け
置
曾
鼠
彗
江
ω
鐙
ω
畠
甲
目
当
s
α
①
霧
看
琶
。
言
罫
帥
○
『
呂
g
①
ω
貸
Φ
ω
、
一
．
U
。
o
耳
巨
器
8
ω
。
5
三
器
蝉
三
一
ρ
葺
讐
の
困
∪
お
葺
g
①
』
・
U
Φ
剛
σ
色
o
讐
o
日
ド
目
●
U
Φ
ζ
8
の
三
ω
ω
ぎ
讐
］
㊤
一
℃
ω
ビ
ω
讐
8
ユ
o
き
二
〇
三
⊆
誓
箪
け
餌
を
天
和
三
年
（
一
六
八
三
年
）
、
・
ン
ド
ン
に
お
い
て
発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
東
洋
固
有
の
鍼
灸
術
を
ヨ
ー
・
ッ
パ
に
紹
介
し
た
学
術
文
献
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
　
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
年
）
渡
来
し
た
ウ
イ
レ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
≦
≡
Φ
目
鵠
o
中
目
彗
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
楢
林
鎮
山
に
外
科
を
伝
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
医
ア
ン
ブ
ロ
ア
ス
・
パ
レ
》
目
再
o
お
男
蝉
ま
（
一
五
一
〇
1
九
〇
年
）
の
外
科
書
を
与
え
た
の
で
、
以
後
、
実
証
的
な
西
洋
医
学
が
広
ま
る
こ
と
と
な
り
、
わ
が
国
医
学
界
に
お
　
　
　
第
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西
洋
医
学
伝
来
い
て
楢
林
流
外
科
が
特
異
な
存
在
と
な
る
基
を
作
っ
た
。
　
ウ
ィ
レ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
の
後
任
者
と
し
て
、
元
禄
三
年
十
月
二
十
二
目
（
一
六
九
〇
年
九
月
二
十
四
日
）
、
　
渡
来
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
　
国
b
o
q
巴
冨
旨
凶
餌
目
冨
震
は
慶
安
四
年
八
月
一
日
（
一
六
五
一
年
九
月
十
六
日
）
、
　
ド
イ
ツ
の
リ
ッ
ペ
伯
爵
領
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
≦
①
ω
ε
げ
巴
壁
の
レ
ム
ゴ
ー
U
o
ヨ
σ
q
o
に
お
い
て
生
れ
、
ブ
ル
ン
ス
ゥ
ィ
ッ
ク
ω
三
富
且
鼻
侯
国
の
ア
ー
メ
リ
ン
　
》
餌
ヨ
o
一
言
　
の
学
校
に
入
り
、
ル
ネ
ブ
ル
グ
ビ
阜
ロ
①
σ
仁
目
o
q
　
ハ
ン
ブ
ル
グ
　
国
讐
B
σ
仁
目
四
　
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
　
い
二
σ
Φ
o
犀
ダ
ン
チ
ッ
ヒ
U
き
鼠
9
な
ど
を
経
て
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
年
）
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
コ
ー
国
墨
惹
¢
に
行
き
、
そ
こ
で
学
位
を
得
、
更
に
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
年
）
、
　
プ
ロ
シ
ァ
の
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
ス
ベ
ル
グ
国
9
蒔
ω
冨
茜
に
赴
い
て
自
然
科
学
及
び
医
学
を
修
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
時
、
家
庭
教
師
を
勤
め
て
い
た
が
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
年
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
d
冨
巴
餌
に
赴
い
て
、
同
地
の
大
学
に
学
び
、
そ
れ
よ
り
ロ
シ
ァ
、
ペ
ル
シ
ァ
を
経
て
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
聴
さ
れ
、
ペ
ル
シ
ァ
湾
に
遊
戎
中
の
オ
ラ
ン
ダ
の
艦
隊
の
軍
医
と
な
っ
「
β
－【
　
　
　
第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ソ
ダ
商
館
医
た
。
そ
し
て
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ン
ド
を
通
過
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
に
寄
軌
、
元
禄
二
年
秋
（
一
六
八
九
年
九
月
）
バ
タ
ビ
ア
に
着
い
た
。
数
ケ
月
ジ
ヤ
ワ
冨
轟
　
に
滞
在
し
た
ケ
ン
ペ
ル
は
、
元
禄
三
年
三
月
二
十
九
日
（
一
六
九
〇
年
五
月
七
日
）
、
　
出
島
蘭
館
医
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
船
デ
・
ウ
ェ
ル
ス
ト
・
ー
ム
α
Φ
≦
器
冨
π
8
ヨ
号
に
乗
っ
て
パ
タ
ビ
ア
を
出
帆
し
、
十
月
二
十
二
日
（
陽
暦
九
月
二
十
四
日
）
、
　
長
崎
に
着
い
た
。
翌
日
上
陸
し
た
が
、
再
び
船
に
も
ど
り
、
十
月
十
四
日
（
陽
暦
九
月
二
十
六
日
）
、
　
手
荷
物
を
携
え
て
出
島
に
落
付
い
た
。
　
出
島
で
ケ
ン
ペ
ル
は
二
十
四
才
位
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
志
望
す
る
青
年
を
助
手
と
し
た
が
、
そ
れ
は
出
島
乙
名
吉
川
儀
部
右
衛
門
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
青
年
は
元
禄
四
、
五
両
年
（
一
六
九
一
－
一
六
九
二
年
）
の
ケ
ン
ペ
ル
の
江
戸
参
礼
に
同
行
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
よ
く
読
み
書
き
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
医
学
も
ケ
ン
ペ
ル
の
懇
切
な
教
に
よ
り
上
達
し
た
。
そ
し
て
ケ
ン
ペ
ル
は
こ
の
青
年
に
相
応
の
年
給
を
与
え
た
。
　
ケ
ン
ペ
ル
は
日
本
の
行
政
、
風
俗
、
政
治
史
、
動
植
物
、
鉱
物
、
農
工
商
業
等
を
そ
の
青
年
及
び
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
横
山
与
三
右
衛
門
、
本
木
庄
太
夫
、
楢
林
新
五
兵
衛
等
に
質
問
し
て
研
究
し
、
元
禄
五
年
九
月
二
十
日
（
一
六
九
二
年
十
月
二
十
九
日
）
、
　
デ
・
ア
ド
ミ
ラ
ー
ル
・
パ
ン
プ
ス
　
α
o
＞
α
ヨ
罵
pD
巴
℃
曽
目
℃
＝
ω
　
号
に
乗
り
、
翌
々
二
十
二
日
（
陽
暦
十
月
三
十
一
日
）
、
　
長
崎
を
出
帆
、
バ
タ
ビ
ア
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
＞
ヨ
ω
8
三
曽
ヨ
に
着
い
た
。
　
そ
の
後
、
日
本
在
留
中
の
博
物
学
の
研
究
八
篇
、
鍼
灸
術
の
研
究
一
篇
及
び
マ
ラ
バ
ル
ζ
巴
書
胃
の
風
土
病
に
関
す
る
研
究
一
篇
、
合
せ
て
十
篇
の
論
文
を
ラ
イ
デ
ン
い
Φ
一
α
9
　
大
学
に
呈
出
し
、
医
学
博
士
の
称
号
を
得
た
。
そ
れ
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
年
）
で
あ
っ
た
。
叉
、
リ
ッ
ペ
伯
侍
医
と
な
り
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
年
）
に
は
、
　
わ
が
国
文
化
の
正
確
な
知
識
を
紹
介
し
た
名
著
＞
目
8
三
＄
8
の
国
ぎ
二
8
Φ
（
外
国
奇
聞
）
を
レ
ム
ゴ
ー
に
お
い
て
出
版
し
た
。
そ
の
際
日
本
紀
事
O
o
ω
。
三
畠
8
ロ
邑
団
8
魯
－
器
一
9
お
く
9
冒
℃
き
を
上
梓
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
機
を
得
な
い
ま
ま
、
享
保
二
年
九
月
二
十
九
日
（
一
七
一
六
年
十
一
月
二
日
）
、
　
病
没
し
た
。
一8一
　
日
本
歴
史
の
英
訳
本
は
享
保
十
二
、
三
年
（
一
七
二
七
i
二
八
年
）
、
　
・
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
、
ラ
テ
ン
訳
本
も
享
保
十
二
年
に
同
地
で
刊
行
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
訳
本
は
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
年
）
と
同
十
七
年
（
一
七
三
二
年
）
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
訳
本
は
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
年
）
、
ハ
ー
グ
＝
謂
器
で
上
梓
さ
れ
た
。
原
文
遺
稿
は
遅
れ
て
「
安
永
六
－
八
年
（
一
七
七
七
」
七
九
年
）
、
レ
ム
ゴ
ー
で
出
版
さ
れ
た
。
　
そ
の
他
、
　
H
o
g
o
ω
ω
巴
0
9
器
℃
訂
筥
9
0
⊇
B
ρ
轟
ω
冒
冨
，
b
。
b
寅
8
＝
。
σ
q
淳
9
α
Φ
］
言
＄
＜
騨
中
訳
器
唐
R
①
ご
①
図
巽
－
9
牙
や
ぎ
竃
島
8
騨
ぎ
巳
8
霧
ω
①
辱
讐
お
（
日
本
植
物
画
集
）
は
そ
の
遺
作
で
あ
る
が
、
出
版
さ
れ
た
の
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
年
）
、
　
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
本
木
庄
太
夫
良
意
は
諦
を
栄
久
と
云
い
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で
、
出
島
蘭
館
医
に
接
し
、
医
学
を
修
め
た
。
良
意
は
寛
永
五
年
に
生
れ
、
元
禄
十
年
十
月
十
九
日
に
没
し
た
が
、
蘭
館
医
か
ら
冒
富
－
言
勾
①
B
巨
①
一
ぢ
の
著
述
に
か
か
る
閲
言
契
ζ
一
R
8
8
目
o
叩
益
喜
一
2
ω
の
第
二
版
を
冒
ω
言
ω
O
墨
泣
彗
、
あ
が
蘭
訳
し
た
勇
型
解
剖
図
を
一
六
六
七
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
　
冒
ω
ε
ω
　
　
　
　
第
一
章
　
西
洋
医
学
伝
来
U
彗
o
冨
お
N
が
出
版
し
た
も
の
を
貰
っ
て
、
解
剖
図
譜
を
作
っ
た
。
そ
れ
は
秘
伝
書
と
し
て
世
に
行
な
わ
れ
、
明
和
九
年
に
鈴
木
宗
云
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
本
木
の
就
学
し
た
蘭
館
医
の
中
に
は
ケ
ン
ペ
ル
も
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
櫓
林
鎮
山
の
諦
は
時
敏
、
通
称
は
初
め
彦
四
郎
、
後
、
新
右
衛
門
、
新
五
兵
衛
、
晩
年
、
栄
休
と
称
し
、
号
は
鎮
山
、
得
生
軒
と
云
う
。
慶
安
元
年
十
二
月
十
四
日
に
生
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
に
な
っ
た
。
櫓
林
鎮
山
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ッ
シ
ュ
U
弩
芭
切
拐
畠
ア
ル
ノ
ル
ド
・
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
》
H
5
0
一
α
O
冒
O
匿
N
ウ
ィ
レ
ム
・
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
≦
一
＝
Φ
ヨ
冨
b
殉
『
嘱
b
Φ
ア
ン
ド
リ
ー
ス
・
ク
ラ
イ
エ
ル
》
b
α
ユ
霧
Ω
①
＜
霞
ゲ
オ
ル
グ
・
マ
イ
ス
テ
ル
0
8
茜
ζ
o
一
ω
＄
H
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ク
ロ
ー
ン
》
一
σ
Φ
二
〇
『
o
o
b
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ペ
ル
国
口
臓
色
σ
①
旨
閑
聾
日
O
富
『
ピ
ー
テ
ル
．
ヶ
ス
テ
・
ー
ト
空
9
段
国
①
2
巴
。
9
そ
の
他
出
島
蘭
館
医
師
や
科
学
者
に
接
し
、
宝
永
八
年
三
月
二
十
九
日
に
没
し
た
。
　
鎮
山
は
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
名
医
ア
ン
ブ
・
ア
ス
．
パ
レ
｝
目
ぼ
o
房
Φ
（
＞
目
ぼ
8
ご
ω
）
勺
㊤
菰
の
外
科
書
を
カ
ロ
ル
ス
・
パ
ッ
ス
0
9の
呂
ε
ω
団
讐
ヨ
ω
が
蘭
訳
し
た
U
①
〇
三
歪
お
8
一9一
　
　
　
第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ソ
ダ
商
館
医
o
呂
o
O
℃
①
轟
く
彗
呂
①
α
①
巧
段
犀
①
ロ
＜
9
。
ロ
ζ
ざ
》
日
夏
9
ω
ご
ω
閲
皿
叡
（
一
六
四
九
年
刊
）
に
よ
っ
て
、
紅
夷
外
科
宗
伝
を
著
わ
し
た
。
こ
の
書
は
、
後
に
、
楢
林
流
と
西
流
と
の
教
科
書
と
な
っ
た
。
な
お
鎮
山
は
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ッ
シ
ュ
よ
り
修
業
証
書
を
得
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
第
二
項
　
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
よ
り
シ
ー
ボ
ル
ト
ま
で
　
カ
ル
ル
・
ぺ
ー
タ
ー
・
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
（
ツ
ン
ベ
ル
グ
、
叉
は
ト
イ
ン
ベ
ル
ゲ
）
　
O
山
二
℃
9
段
↓
『
仁
ロ
σ
Φ
お
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
で
あ
る
が
、
出
島
蘭
館
医
と
し
て
安
永
四
年
七
月
十
九
日
（
一
七
七
五
年
八
月
十
四
日
）
、
長
崎
に
渡
来
し
た
。
　
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
寛
保
三
年
九
月
二
十
六
日
（
一
七
四
三
年
十
一
月
十
一
日
）
に
生
れ
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
山
至
年
）
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
に
入
学
し
て
、
植
物
学
者
リ
ン
ネ
国
巽
H
＜
書
ピ
ぎ
急
（
O
貰
o
ξ
ω
口
毒
器
諺
）
に
従
い
、
動
植
物
学
及
び
医
学
を
修
め
、
医
学
博
士
の
称
帰
を
得
た
。
　
明
和
七
年
閏
六
月
二
十
二
日
（
一
七
七
〇
年
八
月
十
三
日
）
、
ウ
プ
サ
ラ
を
発
っ
て
、
九
月
二
十
七
日
（
陽
暦
十
月
五
日
Y
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
着
き
、
植
物
学
を
研
究
し
、
明
和
七
年
十
月
十
五
日
（
一
七
七
〇
年
十
二
月
一
日
）
、
　
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
ー
勺
蝉
ユ
の
に
赴
い
た
。
そ
れ
よ
り
更
に
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
り
、
明
和
八
年
七
月
二
十
日
（
一
七
七
一
年
八
月
三
十
日
）
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
着
き
、
明
和
八
年
十
一
月
五
日
（
一
七
七
一
年
十
二
月
十
日
）
、
　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
奉
職
し
て
、
船
医
と
な
っ
た
。
そ
し
て
安
永
四
年
四
月
十
七
日
（
一
七
七
五
年
五
月
十
八
日
）
、
パ
タ
ビ
ア
に
着
き
、
五
月
二
十
三
日
（
陽
暦
六
月
二
十
日
）
、
上
外
科
医
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
船
ス
タ
フ
ェ
ニ
ッ
セ
ω
蜜
＜
①
巳
ω
器
号
に
乗
り
、
翌
日
、
バ
タ
ビ
ア
を
出
帆
し
、
七
月
十
九
目
（
陽
暦
八
月
十
四
日
）
、
長
崎
に
入
港
し
た
の
で
あ
る
。
　
出
島
蘭
館
医
と
し
て
長
崎
に
滞
在
し
た
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
バ
タ
ビ
ア
よ
り
同
行
し
た
カ
ピ
タ
ン
、
ア
レ
ン
ド
・
ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ェ
イ
ト
》
お
邑
≦
三
Φ
巳
司
2
昌
等
と
共
に
江
戸
に
参
礼
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
に
医
学
、
薬
学
、
植
物
学
を
教
え
、
江
戸
で
も
医
師
、
天
文
学
者
、
物
産
学
者
の
訪
問
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
を
教
え
た
。
　
幕
医
桂
川
甫
周
及
び
若
狭
藩
医
中
川
淳
庵
は
連
日
江
戸
の
長
崎
一10一
屋
に
滞
在
中
の
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
を
尋
ね
、
深
夜
に
至
る
ま
で
物
理
学
、
経
済
学
、
植
物
学
、
医
学
な
ど
を
質
問
し
た
。
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
持
っ
て
い
た
パ
リ
ー
及
び
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
製
の
医
療
器
具
は
彼
等
を
予
期
以
上
に
満
足
さ
せ
た
。
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
乞
わ
れ
る
ま
ま
に
、
江
戸
の
医
師
た
ち
に
修
業
証
書
を
書
ぎ
与
え
た
。
江
戸
滞
在
一
ヶ
月
余
り
で
長
崎
に
戻
り
、
安
永
五
年
十
月
二
十
三
日
（
一
七
七
六
年
十
二
月
三
日
）
、
　
ス
タ
フ
ェ
ニ
ッ
セ
号
に
乗
つ
て
長
崎
を
去
つ
た
。
　
日
本
滞
在
中
、
多
く
の
植
物
標
本
を
得
、
そ
れ
を
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
り
、
安
永
八
年
春
（
一
七
七
九
年
三
月
）
、
ウ
プ
サ
ラ
に
帰
り
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
教
授
リ
ン
ネ
の
後
任
と
し
て
九
月
二
十
九
日
（
陽
暦
十
一
月
七
日
）
員
外
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
明
四
年
七
月
二
十
三
日
（
一
七
八
四
年
九
月
七
日
）
、
同
大
学
の
医
学
及
び
植
物
学
教
授
と
な
つ
た
。
そ
し
て
翌
年
ウ
プ
サ
ラ
大
学
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
よ
り
ワ
サ
級
ナ
イ
ト
の
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
。
文
政
十
一
年
六
月
二
十
八
日
（
一
八
二
八
年
八
月
八
日
）
、
ウ
プ
サ
ラ
の
近
郊
ツ
ナ
ベ
リ
ー
↓
仁
猛
σ
①
茜
で
没
し
た
。
　
　
　
第
一
章
　
西
洋
医
学
伝
来
　
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
著
述
は
多
い
が
、
日
本
に
関
す
る
も
の
の
う
ち
、
主
な
も
の
は
次
の
六
種
で
あ
る
。
　
＜
の
昌
彗
α
Φ
＝
謁
。
＜
段
α
①
一
9
讐
ω
9
①
b
呂
ρ
富
お
い
a
①
員
O
①
酵
三
寄
b
雪
ζ
言
け
g
．
d
詳
冨
け
ω
≦
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ω
9
’
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口
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ω
一
①
目
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鋤
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昌
b
　
H
『
00
0
■
　
＞
σ
冨
＆
一
琶
的
＜
g
α
①
o
ζ
毒
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。
。
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Φ
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．
ミ
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心
・
　
固
o
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冨
℃
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三
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ω
田
5
ω
℃
冨
三
器
ぎ
ω
＜
一
貫
b
日
H
巷
〇
三
s
歪
唐
ω
。
2
呂
ぐ
巨
超
ω
一
〇
ヨ
餌
ω
①
図
く
巴
Φ
の
ヨ
①
＆
鋤
・
宴
目
お
α
9
」
o
痘
ω
曽
α
）
（
）
（
o
冨
ω
ω
o
¢
o
益
ぎ
Φ
9
の
o
b
蚕
9
ω
℃
Φ
息
雷
零
巨
α
匡
R
雪
三
ω
呂
①
臨
息
9
薯
g
身
ヨ
諺
冨
－
＜
o
一
9
α
o
ω
o
ユ
讐
一
〇
巳
σ
o
ω
8
b
o
ぎ
三
ω
9
図
図
図
H
図
一
8
巳
－
σ
＜
ω
㊤
象
O
O
江
ω
．
一
『
co
斜
●
　
H
8
5
0
ω
℃
σ
b
冨
霊
日
冨
℃
〇
三
〇
貰
口
日
・
ミ
逡
，
　
勾
o
ω
蝉
三
け
国
ξ
o
B
｝
》
坤
一
。
勲
＞
ω
一
僧
ま
講
讐
霊
α
貰
窪
一
ミ
O
I
H
ミ
⑩
●
（
d
冨
巴
田
H
お
一
ー
一
お
Go
）
　
閃
効
G
口
鋤
宣
も
o
巳
o
斜
一
〇
8
1
H
oo
b
o
o
o
●
　
そ
の
他
に
も
論
丈
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
学
会
雑
誌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
一11一
　
　
　
第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ソ
ダ
商
館
医
　
空
誓
。
マ
①
α
①
ω
q
言
ユ
。
9
①
b
っ
三
①
ユ
＆
の
（
嵩
漣
）
は
日
本
産
の
シ
ダ
類
を
も
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
門
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
吉
雄
耕
牛
は
後
年
隆
盛
し
た
吉
雄
流
外
科
の
開
祖
と
も
な
っ
た
が
、
そ
の
他
、
岡
田
養
仙
、
栗
崎
道
巴
（
後
に
道
有
と
改
め
た
）
、
天
野
良
順
、
久
志
本
常
周
等
幕
医
も
教
え
を
受
け
た
。
　
特
に
熱
心
な
質
問
者
だ
っ
た
桂
川
甫
周
及
び
中
川
淳
庵
は
後
年
、
解
体
新
書
の
醗
訳
に
当
っ
て
、
前
野
良
沢
や
杉
田
玄
伯
に
協
力
し
た
。
滞
在
期
間
は
短
か
っ
た
が
、
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
業
績
は
わ
が
国
の
蘭
学
の
勃
興
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
　
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
年
）
、
フ
ェ
ィ
ル
ヶ
　
冒
b
即
9
震
弊
男
o
一
鱒
①
　
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し
て
着
任
し
た
。
丹
後
由
良
の
新
宮
涼
庭
は
長
崎
に
出
て
吉
雄
如
淵
に
学
び
、
フ
ェ
ィ
ル
ケ
に
従
っ
て
大
い
に
得
る
と
こ
ろ
あ
り
、
文
政
元
年
京
に
出
て
医
学
に
順
序
階
級
を
立
て
て
子
弟
を
教
導
し
た
。
　
シ
ー
ボ
ル
ト
閲
ぴ
一
H
号
℃
男
目
鋤
b
N
ゆ
巴
什
げ
蝉
ω
鋤
H
＜
O
b
ω
一
①
σ
O
匡
は
わ
が
国
に
渡
米
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
中
、
わ
が
国
の
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
一
人
で
あ
る
。
　
シ
！
ボ
ル
ト
は
一
七
九
六
年
二
月
十
七
日
（
寛
政
八
年
一
月
九
目
）
、
バ
ワ
リ
ア
王
国
の
ウ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
グ
に
生
れ
、
三
才
の
時
に
父
を
失
い
、
一
八
二
〇
年
十
月
十
一
日
、
内
科
、
外
科
及
び
産
科
学
の
学
位
を
得
、
一
時
ハ
イ
デ
ィ
ジ
グ
ス
フ
ニ
ル
ト
に
開
業
し
て
い
た
が
、
一
八
二
二
年
七
月
二
十
一
日
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
陸
軍
外
科
少
佐
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
、
植
民
地
に
お
い
て
自
然
科
学
の
研
究
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
九
月
二
十
三
日
、
フ
レ
ガ
ッ
ト
艦
デ
・
ヨ
ン
ゲ
・
ア
ド
リ
ア
ナ
号
号
冒
亭
oq
の
》
α
ユ
四
轟
に
乗
り
、
バ
タ
ビ
ア
ヘ
向
け
て
出
帆
し
た
。
翌
年
四
月
、
バ
タ
ビ
ア
に
到
着
し
、
十
八
日
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
砲
兵
第
五
聯
隊
附
と
な
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
陸
軍
大
佐
デ
・
ス
テ
ユ
ル
レ
ル
　
ぢ
富
b
≦
白
o
B
3
ω
言
二
震
が
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
、
シ
ー
ボ
ル
ト
も
そ
の
商
館
医
に
任
命
さ
れ
た
。
文
政
六
年
五
月
二
十
日
（
一
八
二
三
年
六
月
二
十
八
日
）
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
デ
・
ド
リ
ー
・
ヘ
ツ
ー
ス
テ
ル
ス
号
号
O
ユ
o
O
9
拐
冨
拐
に
ス
テ
ユ
ル
レ
ル
等
と
搭
乗
し
、
長
崎
に
向
っ
た
。
同
年
七
月
七
日
（
陽
暦
八
月
十
二
日
）
、
出
島
に
上
陸
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
間
も
な
く
、
愉
快
に
そ
の
研
究
を
続
け
て
い
た
一12一
が
、
同
時
に
叉
、
出
島
に
お
け
る
医
学
伝
習
を
毎
週
行
い
、
牛
痘
接
法
を
行
っ
た
。
然
し
牛
痘
接
法
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
の
動
植
物
の
研
究
家
と
し
て
、
将
叉
、
日
本
の
政
治
、
社
会
、
法
制
、
産
業
、
農
業
、
宗
教
、
医
学
、
本
草
学
、
言
語
、
風
俗
、
文
学
、
歴
史
、
地
理
そ
の
他
の
研
究
家
と
し
て
、
又
、
考
古
学
的
、
人
類
学
的
観
察
を
も
怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
わ
が
国
の
紹
介
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
な
し
た
の
も
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
場
合
、
最
も
多
方
面
に
亘
っ
て
い
て
、
医
学
の
み
な
ら
ず
、
諸
学
の
研
究
に
志
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
わ
が
国
の
蘭
学
者
に
多
大
の
影
響
を
与
え
、
且
つ
西
洋
の
学
術
に
対
す
る
眼
を
開
か
し
め
た
。
　
長
崎
の
吉
雄
幸
載
、
楢
林
栄
建
、
同
宗
建
等
も
、
長
崎
に
遊
学
し
て
い
た
湊
長
安
、
美
馬
順
三
、
岡
研
介
等
も
シ
ー
ボ
ル
ト
に
医
学
を
学
ん
だ
。
叉
、
長
崎
奉
行
高
橋
越
前
守
重
賢
は
、
非
常
な
好
意
を
寄
せ
、
諸
学
究
の
出
島
入
門
を
許
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
教
授
せ
し
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
出
島
出
門
を
自
由
な
ら
し
め
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
渡
来
後
一
年
目
に
は
鳴
滝
に
別
荘
を
持
っ
た
。
こ
れ
は
通
詞
中
山
作
三
郎
の
別
荘
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
門
人
中
の
遠
隔
地
か
ら
来
遊
し
て
い
た
学
生
た
ち
を
そ
こ
に
集
め
て
教
え
、
美
馬
順
　
　
　
第
↓
章
　
西
洋
医
学
伝
来
三
、
岡
研
介
等
は
そ
こ
で
助
教
を
勤
め
た
。
　
シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
ヶ
月
に
何
回
も
鳴
滝
に
出
て
患
者
を
診
療
し
、
臨
床
講
義
を
な
し
、
博
物
学
そ
の
他
に
つ
い
て
も
指
導
し
た
。
植
物
学
の
研
究
で
、
出
島
及
び
鳴
滝
に
植
物
園
を
開
き
、
先
学
ケ
ン
ペ
ル
及
び
チ
ュ
シ
ベ
リ
ー
の
顕
影
碑
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
。
　
文
政
七
年
十
一
月
七
日
（
一
八
二
四
年
十
二
月
二
十
六
日
）
、
商
館
長
ス
テ
ユ
ル
レ
ル
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
医
学
、
特
に
眼
科
学
、
外
科
手
術
学
、
婦
人
科
学
、
植
物
学
、
地
理
学
の
知
識
を
称
讃
し
、
こ
れ
等
の
他
内
科
学
に
つ
い
て
も
伝
習
を
受
け
る
こ
と
を
奨
励
す
る
よ
う
長
崎
奉
行
高
橋
越
前
守
に
宛
て
て
書
簡
を
認
め
て
い
る
。
　
さ
て
、
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
ん
だ
人
と
し
て
は
、
上
記
の
他
に
、
平
井
海
蔵
、
岡
泰
安
、
戸
塚
静
海
、
二
宮
敬
作
、
高
良
斎
、
松
木
雲
徳
、
高
野
長
英
、
日
高
涼
台
、
森
田
干
庵
、
本
間
玄
調
、
伊
藤
圭
介
、
児
玉
順
蔵
、
山
口
行
斎
、
工
藤
謙
同
、
石
井
宗
謙
、
伊
東
玄
朴
、
日
野
鼎
哉
、
伊
東
昇
廻
、
水
野
玄
鳳
、
青
木
周
弼
、
賀
来
佐
一
郎
、
百
武
万
里
、
有
吉
周
平
、
武
谷
元
立
、
小
関
三
英
、
竹
内
玄
同
、
杉
山
宗
立
等
で
、
従
来
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
に
比
較
し
て
最
も
多
く
の
門
人
た
ち
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
に
一13一
　
　
　
第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
つ
い
て
は
呉
秀
三
博
士
著
『
シ
ー
ボ
ル
ト
』
、
古
賀
十
二
郎
著
『
西
洋
医
術
伝
来
史
』
そ
の
他
の
詳
細
な
伝
記
が
あ
り
、
本
稿
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
委
し
く
述
べ
る
紙
幅
も
な
い
が
、
文
政
十
一
年
秋
の
台
風
に
よ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
が
起
り
、
取
調
の
結
果
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
文
政
十
二
年
九
月
二
十
五
日
（
一
八
二
九
年
十
月
二
十
二
日
）
、
長
崎
奉
行
に
召
喚
さ
れ
、
帰
国
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
時
に
再
渡
来
を
禁
ず
る
旨
を
申
渡
さ
れ
た
。
そ
こ
で
同
年
十
二
月
五
日
（
陽
暦
十
二
月
三
十
日
）
、
長
崎
を
離
れ
る
こ
と
と
な
り
、
二
日
後
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
船
は
長
崎
港
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
後
、
安
政
五
年
七
月
十
日
（
一
八
五
八
年
八
月
十
八
日
）
、
日
蘭
修
好
通
商
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
再
渡
来
の
禁
が
解
か
れ
、
翌
年
七
月
八
日
（
一
八
五
九
年
八
月
六
目
）
長
崎
に
渡
来
し
た
が
、
そ
の
時
は
既
に
医
師
と
し
て
で
な
く
、
経
済
的
叉
は
外
交
的
な
活
躍
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
し
、
三
瀬
周
三
な
ど
の
医
学
の
門
人
も
い
て
、
岡
部
駿
河
守
は
七
月
十
日
、
町
便
を
以
て
「
阿
蘭
陀
国
シ
ー
ボ
ル
ト
渡
来
之
儀
二
付
申
上
置
候
書
付
」
を
、
幕
府
に
報
じ
た
。
江
戸
に
お
い
て
は
大
槻
俊
斎
、
同
玄
俊
、
井
上
伸
庵
、
須
田
泰
嶺
、
三
宅
良
斎
、
戸
塚
静
甫
、
高
須
松
亭
、
池
田
多
仲
、
野
中
玄
英
、
戸
塚
静
海
、
伊
東
玄
朴
、
伊
東
貫
斎
、
竹
内
玄
同
、
松
本
良
甫
、
吉
田
収
庵
、
杉
淳
道
、
林
洞
海
、
市
川
斉
宮
、
加
藤
弘
蔵
等
が
質
問
応
答
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
外
交
顧
問
と
し
て
幕
府
よ
り
取
扱
わ
れ
た
が
、
帰
国
後
、
慶
応
二
年
九
月
十
日
（
一
八
六
六
年
十
月
十
八
日
）
、
バ
ワ
リ
ア
王
国
の
首
府
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
妓
し
た
。
第
三
項
モ
ー
ニ
ッ
ケ
と
フ
ァ
ブ
ル
ッ
ク
ソ
　
デ
ソ
　
嘉
永
元
年
六
月
中
旬
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
・
モ
ー
ニ
ッ
ケ
9
8
ζ
。
言
涛
①
が
着
任
し
た
。
　
モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
沁
窪
ま
↓
冨
－
o
喜
蕾
頃
唄
碧
ぎ
導
Φ
一
算D
α
言
o
o
（
嵩
oo
一
1
一
G
o
8
）
の
発
見
し
た
聴
診
器
を
齎
し
た
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
品
川
藤
兵
衛
（
梅
村
）
は
そ
れ
を
わ
が
国
で
始
め
て
模
造
し
た
。
吉
雄
家
に
伝
え
ら
れ
た
聴
診
器
は
現
在
、
本
学
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
　
モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
お
い
て
医
学
及
び
気
象
学
そ
の
他
を
教
授
し
た
。
気
象
観
測
所
を
同
館
内
に
設
立
し
一14一
実
地
の
観
測
を
な
し
た
。
こ
れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
観
測
所
設
立
の
始
め
で
あ
っ
て
、
叉
実
に
長
崎
測
侯
所
の
濫
鰯
と
も
云
え
よ
う
。
そ
れ
か
ら
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
渡
来
の
前
年
（
弘
化
四
年
）
フ
ラ
ン
ス
で
製
作
さ
れ
た
産
科
器
械
も
持
ち
渡
っ
て
い
た
が
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
に
従
学
し
た
櫓
林
宗
建
は
そ
れ
を
懇
望
し
、
後
年
（
嘉
永
三
年
五
月
）
藩
主
鍋
島
直
正
に
献
上
し
た
。
宗
建
は
叉
牛
痘
接
種
法
を
学
び
、
長
崎
及
び
鍋
島
藩
に
普
及
し
た
が
、
安
政
元
年
と
二
年
の
天
然
痘
流
行
を
機
と
し
て
モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
宗
建
の
み
な
ら
ず
、
諸
藩
の
医
師
に
牛
痘
法
を
教
授
し
た
の
で
、
わ
が
国
に
牛
痘
法
に
よ
る
予
防
接
種
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
■
モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
植
物
採
集
も
試
み
、
日
本
人
の
医
学
、
迷
信
、
昔
噺
、
伝
説
そ
の
他
の
研
究
も
し
て
、
発
表
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
　
著
書
o
冨
冨
思
器
び
田
ま
露
ぎ
謁
同
巷
募
畠
①
蜜
8
－
の
蚕
〇
三
9
竃
⑪
旨
霞
（
一
〇
〇
謡
）
が
あ
る
他
、
論
文
と
し
て
》
田
b
，
8
①
箒
巳
お
Φ
b
。
＜
①
目
α
①
Q
窪
①
①
鴇
き
α
①
α
①
こ
巷
彗
Φ
①
N
①
》
（
↓
旨
ω
魯
岳
こ
巽
く
雲
d
。
け
ω
①
＜
・
＆
①
旨
α
q
α
巽
Q
g
①
①
ω
－
ざ
急
児
蒙
§
ω
g
巷
窟
b
一
b
z
①
α
①
壁
巳
ω
g
①
H
急
9
　
　
　
　
第
一
章
　
西
洋
医
学
伝
来
＜
〇
一
、
H
、
騙
讐
田
く
昼
し
o
㎝
c
o
）
及
び
＜
o
鱒
菩
①
茜
冨
G
σ
①
9
い
謂
①
矯
α
①
b
§
α
o
①
げ
Φ
注
①
噛
霞
琶
α
q
①
b
α
R
寅
冨
b
①
購
（
Q
一
。
び
β
切
9
図
図
眉
一
co
認
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
宗
建
の
種
痘
を
述
べ
る
前
に
、
吉
雄
圭
斎
の
種
痘
に
つ
い
て
述
べ
て
置
こ
う
。
圭
斎
は
明
治
維
新
に
当
り
、
長
崎
病
院
執
事
と
な
っ
た
人
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
七
年
三
月
十
五
目
、
病
残
し
た
。
圭
斎
の
父
吉
雄
幸
載
は
、
文
化
年
中
、
オ
ラ
y
ダ
商
館
医
の
伝
授
に
よ
っ
て
、
始
め
て
品
川
藤
十
郎
の
母
に
接
種
し
た
種
痘
が
善
感
し
た
の
で
、
他
の
人
に
も
施
行
し
よ
う
と
し
た
が
応
ず
る
者
な
く
、
痘
漿
が
全
く
端
ぎ
、
遂
に
種
痘
法
は
一
時
中
絶
し
た
。
そ
の
父
幸
載
の
素
志
を
継
い
だ
圭
斎
は
嘉
永
元
年
六
月
十
四
目
（
一
八
四
八
年
七
月
十
四
日
）
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
齎
し
た
牛
痘
苗
（
ウ
ィ
ソ
ナ
製
）
を
基
に
種
痘
伝
習
と
試
み
た
が
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
乗
船
に
赴
く
こ
と
は
法
制
の
禁
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
た
め
、
奔
走
百
端
の
後
、
漸
く
翌
々
十
六
目
に
同
船
に
赴
く
こ
と
を
得
親
し
く
面
接
し
、
種
痘
法
の
伝
習
を
請
う
た
。
モ
L
ニ
ッ
ケ
は
こ
の
渡
来
に
当
っ
て
、
自
ら
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
加
福
喜
十
郎
の
息
、
喜
一
に
接
種
し
、
右
腕
に
一
穎
を
発
し
た
。
同
月
二
十
四
目
、
親
戚
内
田
一～5一
　
　
　
第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
九
一
及
び
そ
の
妹
菊
子
に
接
種
し
、
善
感
し
た
と
云
う
。
従
来
、
櫓
林
宗
建
の
種
痘
法
の
功
績
の
み
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
政
治
的
に
一
藩
に
法
令
を
発
せ
し
め
た
点
で
注
目
さ
れ
る
べ
ぎ
で
、
既
に
幸
載
父
子
が
先
鞭
を
つ
け
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
話
は
、
翌
年
六
月
の
牛
痘
痂
輸
入
の
畔
の
話
と
混
同
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
そ
の
後
も
嘉
永
六
年
四
月
、
圭
斎
は
柴
田
方
庵
と
共
に
種
痘
の
無
料
奉
仕
を
御
年
番
所
に
願
出
た
り
し
て
種
痘
の
普
及
に
努
め
た
。
　
さ
て
、
槍
林
宗
建
は
通
称
を
龍
馬
、
講
を
高
房
、
名
を
潜
、
字
を
孔
昭
、
号
を
和
山
と
云
っ
た
。
享
和
二
年
二
月
七
目
（
一
八
〇
二
年
三
月
二
十
一
日
）
、
櫓
林
栄
哲
高
連
の
次
男
と
し
て
生
れ
、
嘉
永
五
年
十
月
六
日
（
一
八
五
二
年
十
一
月
十
七
日
）
、
没
し
た
。
　
文
政
六
年
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
就
い
て
兄
栄
建
と
共
に
学
び
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
町
年
寄
見
習
高
島
四
郎
太
夫
の
斡
旋
に
よ
り
長
崎
奉
行
本
多
佐
渡
守
の
許
可
を
得
、
五
日
に
一
度
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
、
船
番
、
町
使
、
探
番
等
五
、
六
人
の
附
添
と
共
に
楢
林
家
に
出
張
し
て
一
般
診
療
に
従
事
し
た
際
も
宗
建
は
家
に
あ
っ
て
そ
の
臨
床
講
義
を
聞
き
、
医
学
を
研
究
し
た
。
文
政
十
年
三
月
一
日
（
一
八
二
七
年
三
月
二
十
七
日
）
、
　
父
栄
哲
の
後
任
と
し
て
鍋
島
斉
直
の
侍
医
と
な
り
、
丈
政
十
二
年
五
月
十
二
日
（
一
八
二
九
年
六
月
十
三
日
）
、
御
番
方
療
治
掛
と
な
っ
た
。
鍋
島
斉
直
が
隠
退
後
、
斉
正
は
種
痘
の
必
要
を
痛
感
し
、
弘
化
四
年
正
月
、
宗
建
に
牛
痘
苗
取
寄
方
を
取
計
ら
わ
せ
た
。
宗
建
は
商
館
長
レ
フ
ァ
イ
ス
ソ
ン
ぢ
器
喜
山
曾
且
ピ
①
お
暢
8
ぎ
を
通
じ
て
牛
痘
苗
を
取
寄
せ
る
こ
と
に
し
、
翌
嘉
永
元
年
六
月
、
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
モ
ー
ニ
ッ
ケ
が
牛
痘
漿
を
持
ち
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然
し
こ
の
ウ
ィ
ン
ナ
製
牛
痘
漿
は
船
中
腐
敗
し
て
結
痂
を
見
ず
、
再
度
注
文
し
た
。
嘉
永
二
年
六
月
、
ス
タ
ッ
ト
・
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
号
ω
雷
α
U
O
叶
α
購
①
O
『
叶
に
よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
た
牛
痘
痂
は
腐
敗
を
免
が
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
宗
建
は
自
分
の
三
男
建
三
郎
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
加
福
喜
十
郎
の
子
喜
市
、
同
役
志
筑
清
太
郎
の
子
に
接
種
し
て
貰
い
、
漸
く
結
痂
し
た
。
そ
の
後
、
鍋
島
斉
正
八
後
の
直
正
）
は
嗣
子
直
大
に
接
種
さ
せ
、
藩
内
に
普
及
せ
し
め
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
次
第
に
わ
が
国
に
種
痘
法
が
普
及
し
た
。
宗
建
の
著
書
は
嘉
永
二
年
刊
、
午
痘
小
考
の
他
、
羅
旬
薬
名
解
、
瘍
医
方
画
、
外
科
蹟
言
、
本
草
薬
名
解
、
檎
林
膏
薬
書
、
得
生
軒
方
醜
、
磨
尼
鉄
対
談
録
等
が
あ
る
。
モ
i
一拓一
ニ
ッ
ケ
と
宗
建
に
よ
る
種
痘
法
は
わ
が
国
の
衛
生
行
政
史
を
飾
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
援
助
し
た
鍋
島
直
正
の
英
断
も
敬
意
を
表
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
　
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
後
任
者
フ
ァ
ン
、
・
デ
ン
．
ブ
ル
ッ
ク
匂
・
区
・
＜
彗
α
窪
卑
o
爵
は
安
政
二
年
に
渡
来
し
た
が
、
物
理
、
化
学
の
権
威
者
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
科
学
雑
誌
　
Z
蝉
言
爵
言
留
　
の
編
輯
者
で
あ
っ
た
。
モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
後
任
者
と
し
て
、
そ
の
志
を
継
ぎ
、
医
学
を
伝
授
す
る
傍
ら
、
自
分
の
専
門
の
物
理
、
化
学
、
測
量
、
数
学
、
石
炭
坑
、
鉄
製
造
に
関
す
る
知
識
を
普
及
し
、
前
任
者
の
事
業
を
受
け
て
、
大
い
に
力
め
る
所
が
あ
っ
た
。
　
フ
ァ
ン
●
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
自
然
科
学
に
対
す
る
知
識
が
深
い
こ
と
は
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
仲
問
に
評
判
と
な
り
、
遂
に
長
崎
奉
行
所
で
は
、
安
政
二
年
十
月
二
十
八
日
（
一
八
五
五
年
十
二
月
七
日
）
、
大
通
詞
品
川
藤
兵
衛
、
小
通
詞
西
慶
太
郎
、
本
木
昌
造
、
櫓
林
栄
左
衛
門
、
小
通
詞
並
塩
谷
種
三
郎
、
町
医
吉
雄
圭
斎
等
六
名
に
分
離
（
化
学
）
、
窮
理
（
物
理
）
、
測
量
、
算
術
、
石
炭
坑
、
鉄
製
造
方
、
そ
の
他
、
国
益
と
な
る
べ
き
事
を
手
分
し
て
学
習
す
べ
き
旨
を
命
じ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
も
そ
の
旨
、
伝
達
し
た
。
そ
こ
第
一
章
　
西
洋
医
学
伝
来
で
商
館
長
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
宣
b
藁
．
b
辞
詩
U
o
隻
雪
○
自
二
5
は
そ
の
旨
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
は
十
一
月
二
日
（
陽
暦
十
二
月
十
日
）
に
意
見
書
を
ド
ン
ケ
ル
・
ク
ル
チ
ウ
ス
に
差
出
し
た
。
　
　
　
於
出
島
　
千
八
百
五
十
五
年
第
十
二
月
二
日
（
夘
十
一
月
二
日
）
　
　
　
大
通
詞
　
　
品
川
藤
兵
衛
　
　
　
小
通
詞
　
　
西
慶
太
郎
　
本
木
昌
造
　
楢
林
栄
左
衛
門
　
　
　
小
通
詞
並
　
塩
谷
種
三
郎
　
　
　
町
医
師
　
　
吉
雄
圭
斎
　
　
右
之
者
共
　
分
離
　
窮
理
　
測
量
　
算
術
　
石
炭
坑
　
鉄
製
造
方
　
　
其
外
御
国
益
二
可
相
成
儀
　
か
ぴ
た
ん
井
外
科
蘭
人
相
心
得
居
候
　
　
趣
二
付
　
銘
々
心
掛
有
之
筋
を
手
分
い
た
し
　
相
学
候
様
申
付
候
間
　
　
外
科
蘭
人
江
可
申
聞
候
事
　
　
右
之
通
御
達
二
相
成
承
知
仕
候
　
　
右
之
趣
二
而
相
察
候
は
　
日
本
御
奉
行
所
二
お
い
て
も
　
前
修
之
学
　
　
術
規
則
相
立
相
学
候
様
有
之
度
御
主
意
二
相
見
申
候
　
然
る
処
　
右
　
　
御
達
二
付
　
左
之
通
　
拙
者
心
付
候
段
　
不
申
出
候
而
は
不
相
成
と
　
　
存
候
　
第
一
御
奉
行
所
に
お
い
て
右
之
儀
被
　
仰
付
候
通
詞
衆
之
儀
者
　
通
弁
　
　
役
に
て
蘭
語
学
者
に
有
之
候
間
　
外
に
年
若
之
日
本
人
拾
人
計
も
　
　
拙
者
手
許
江
被
遣
候
方
　
可
然
儀
二
存
候
ハ
　
右
学
術
之
桁
々
　
其
　
　
年
若
之
人
に
教
示
致
し
　
右
通
詞
衆
　
分
離
或
は
窮
理
術
被
相
好
候
　
　
人
は
　
夫
々
之
通
弁
被
致
　
事
柄
を
も
被
相
学
物
之
名
目
を
も
相
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第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
　
　
覚
可
被
申
　
左
候
得
者
　
有
益
之
事
二
可
有
之
候
　
若
又
右
通
詞
衆
　
　
之
内
　
算
術
　
測
量
之
業
被
相
好
候
人
者
　
教
示
之
折
節
　
其
作
業
　
　
も
被
致
候
儀
に
可
有
之
候
　
　
教
示
い
た
し
方
は
　
壱
人
二
而
も
　
拾
人
二
而
も
　
同
様
に
て
試
験
　
　
致
し
方
も
　
壱
人
二
も
　
拾
人
二
而
も
　
同
様
二
有
之
　
猶
雑
費
も
　
　
労
も
　
同
様
二
有
之
　
多
人
数
二
候
得
者
　
稽
古
之
励
二
も
相
成
可
　
　
中
候
　
第
二
分
離
窮
理
之
教
示
二
は
　
元
来
要
用
之
機
器
、
薬
味
等
必
用
二
　
　
有
之
　
右
カ
ビ
ネ
ツ
ト
（
諸
機
器
　
雛
形
等
備
置
候
場
所
）
に
お
ゐ
　
　
て
　
莫
太
之
雑
費
相
掛
可
申
儀
二
候
　
且
叉
分
離
用
薬
味
之
儀
　
時
　
　
々
相
用
候
二
付
彩
敷
費
申
候
　
第
三
右
教
示
場
所
二
は
　
置
附
之
竈
有
之
　
右
之
外
二
鞘
井
持
抱
出
来
　
　
候
二
あ
竈
井
錫
管
　
冷
桶
付
之
蒸
溜
器
設
可
有
之
儀
二
候
　
　
右
器
物
類
　
於
日
本
難
得
可
有
之
存
候
間
　
態
と
申
述
候
　
右
器
類
　
　
相
用
候
得
者
　
教
示
方
利
弁
之
儀
者
　
追
而
御
心
付
可
有
之
候
　
乍
　
　
去
拙
者
不
差
置
　
当
年
者
先
拙
者
所
持
之
品
物
或
は
持
渡
居
候
彼
邦
　
　
奉
行
所
貯
之
品
物
相
用
　
初
学
之
教
示
致
し
　
追
々
教
導
可
致
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
医
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
日
本
物
産
吟
味
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
・
か
・
ふ
あ
ん
・
で
ん
・
ぶ
る
っ
く
　
こ
の
意
見
書
を
添
え
て
安
政
二
年
十
一
月
十
一
日
（
一
八
五
五
年
十
二
月
十
九
日
）
長
崎
奉
行
川
村
対
馬
守
へ
宛
て
て
、
ド
ン
ヶ
ル
・
ク
ル
チ
ゥ
ス
の
差
出
し
た
書
面
に
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
意
見
に
つ
い
て
奉
行
も
考
え
て
貰
い
た
い
こ
と
、
通
詞
等
は
各
々
そ
の
好
む
学
の
通
弁
を
し
て
伝
習
を
助
け
乍
ら
自
分
も
学
び
、
若
い
日
本
人
へ
学
習
す
る
よ
う
に
命
じ
て
貰
い
た
い
こ
と
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
申
立
に
基
い
て
伝
習
を
始
め
る
べ
き
こ
と
、
長
崎
で
、
物
理
、
化
学
の
伝
習
を
続
け
る
計
画
を
立
て
て
貰
い
た
い
こ
と
、
物
理
、
化
学
の
た
め
入
用
の
器
具
等
、
外
国
よ
り
取
寄
せ
る
こ
と
が
当
面
の
急
務
で
あ
る
こ
と
、
幕
府
で
物
理
化
学
研
究
所
設
立
を
決
定
さ
れ
た
ら
、
及
ば
ず
乍
ら
、
そ
れ
に
入
用
な
も
の
を
海
外
か
ら
取
寄
せ
る
よ
う
万
端
、
可
能
な
限
り
尽
力
す
べ
き
こ
と
等
を
認
め
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
稲
部
禎
次
郎
が
伝
習
に
加
え
ら
れ
た
。
　
「
蛸
骸
政
配
聯
航
朋
文
書
科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
荒
尾
石
見
守
二
在
勤
、
目
安
方
」
　
　
　
　
　
　
　
手
　
附
　
江
阿
蘭
陀
小
通
詞
　
　
西
　
　
　
　
慶
　
太
　
郎
同　
　
本
　
　
木
　
　
昌
　
　
造
同　
　
櫓
　
林
　
栄
左
衛
門
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同
並
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
　
　
部
　
　
禎
　
次
　
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
其
方
共
去
夘
年
中
分
離
究
理
側
量
其
外
か
ひ
た
ん
井
外
料
相
心
得
居
候
　
趣
銘
々
手
分
致
し
相
学
ひ
候
様
申
渡
候
処
此
度
御
役
所
附
其
外
別
紙
名
　
前
之
も
の
と
も
江
石
炭
其
外
坑
業
之
儀
坑
師
阿
蘭
陀
人
汐
伝
習
御
用
申
　
付
候
間
其
外
兼
帯
諸
事
誠
実
二
致
通
弁
一
同
習
熟
致
し
候
様
厚
く
心
懸
　
ケ
可
相
勤
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
　
右
之
通
申
渡
候
間
得
其
意
坑
業
伝
習
掛
も
の
江
も
可
申
渡
候
　
　
　
辰
　
十
　
月
　
こ
の
よ
う
な
諸
学
の
伝
習
は
通
詞
た
ち
の
値
、
長
崎
奉
行
所
か
ら
も
伝
習
派
遣
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
奉
行
所
で
は
そ
の
伝
習
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
そ
の
委
細
を
永
持
亨
次
郎
の
前
で
講
ぜ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
即
ち
安
政
四
年
三
月
十
三
日
（
一
八
五
七
年
四
月
七
日
）
、
手
附
を
経
て
奉
行
所
か
ら
伝
習
を
命
ぜ
ら
れ
た
上
原
百
馬
等
四
名
に
対
し
、
そ
の
申
渡
を
発
し
て
い
る
．
「
醒
政
舞
文
書
科
事
務
簿
、
申
渡
留
、
荒
尾
石
見
守
二
在
勤
、
月
番
、
第
十
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
附
　
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
役
所
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
原
　
　
百
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
人
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
　
　
田
　
　
錦
　
　
三
第
章
西
洋
医
学
伝
来
船
　
　
番
　
　
上
　
原
　
源
　
六
町
　
　
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ
右
之
も
の
共
鉄
江
金
を
暁
付
方
井
良β
牧
　
　
　
　
斐
　
之
　
助
金
銀
流
し
方
ホ
外
科
蘭
人
江
伝
習
　
御
用
申
付
候
間
出
精
い
た
し
研
究
行
届
候
様
厚
心
掛
可
相
勤
候
尤
右
伝
　
授
之
趣
永
持
亨
次
郎
江
委
細
演
舌
可
致
候
且
又
右
伝
習
中
坑
業
伝
習
之
　
儀
者
休
業
之
積
可
心
得
候
　
　
　
巳
　
三
　
月
　
そ
の
後
更
に
七
月
二
十
四
日
（
陽
暦
九
月
十
二
日
）
に
至
っ
て
奉
行
所
で
は
山
本
物
次
郎
等
四
名
に
対
し
、
高
炉
反
射
炉
の
製
造
法
そ
の
他
錬
鉄
鋳
鉄
な
ど
を
も
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
に
就
い
て
学
ば
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
即
ち
同
日
、
奉
行
所
は
手
附
を
通
じ
て
次
の
文
書
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
附
　
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
附
触
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
本
　
　
物
　
次
　
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
原
　
　
百
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
見
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
島
　
平
　
太
　
郎
一19一
第
二
節
　
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
人
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
鶴
　
次
　
郎
　
高
炉
反
射
炉
製
造
方
其
他
錬
鑛
鋳
鑛
ホ
之
業
外
科
蘭
人
汐
伝
習
御
用
申
　
付
候
研
究
行
届
候
様
可
致
候
尤
百
馬
儀
者
坑
業
伝
習
之
方
是
迄
之
通
可
　
相
心
得
候
　
　
　
巳
　
七
　
月
　
こ
こ
に
述
べ
て
あ
る
石
炭
坑
業
に
つ
い
て
は
安
政
三
年
十
月
十
二
日
（
一
八
五
六
年
十
一
月
九
日
）
よ
り
、
上
原
百
馬
、
倉
田
錦
三
、
上
原
源
六
郎
、
牧
斐
之
助
に
対
し
て
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
伝
習
に
関
し
て
通
詞
た
ち
に
発
し
た
と
同
様
、
次
の
別
文
書
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
附
　
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
　
原
　
　
百
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
人
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
　
　
田
　
　
錦
　
　
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
　
　
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
原
　
源
　
六
　
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
司
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
　
　
　
斐
　
之
　
助
　
石
炭
山
其
外
坑
業
之
儀
此
度
渡
来
之
坑
師
阿
蘭
陀
人
孟
伝
習
御
用
申
付
　
候
入
念
承
糺
研
究
行
届
候
様
厚
く
心
掛
可
相
勤
候
　
　
　
辰
　
十
　
月
　
こ
れ
よ
り
先
、
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
は
安
政
二
年
九
月
三
十
日
（
陽
暦
十
一
月
九
日
）
、
幕
府
の
第
一
次
海
軍
伝
習
艦
ス
ン
ビ
ン
ω
o
①
b
σ
言
o
q
号
艦
長
グ
・
フ
ァ
ビ
ィ
ウ
ス
Ω
．
問
ぎ
ご
ω
は
伝
習
教
官
長
ペ
ル
ス
・
ラ
イ
ケ
ン
O
●
ρ
ρ
℃
巴
ω
困
甘
犀
窪
を
通
じ
て
伝
習
教
官
及
び
附
属
し
て
渡
来
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
人
た
ち
の
診
療
を
依
嘱
さ
れ
た
。
且
つ
又
、
長
崎
の
役
医
木
村
逸
斎
、
薩
摩
藩
医
相
良
蜻
州
、
福
岡
藩
医
河
野
禎
造
等
は
医
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
　
機
械
学
、
物
理
、
化
学
等
の
門
弟
も
多
か
っ
た
が
、
特
に
島
津
藩
製
煉
所
、
黒
田
藩
武
器
製
作
所
等
は
フ
ァ
ン
．
デ
ン
．
ブ
ル
ッ
ク
の
指
導
に
よ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
近
代
科
学
工
業
の
発
達
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、
現
今
の
三
菱
長
崎
造
船
所
の
起
源
も
、
本
木
昌
造
の
活
躍
と
思
い
合
わ
せ
る
と
、
遠
く
こ
こ
に
胚
胎
す
る
と
云
え
よ
う
。
按
ず
れ
ば
、
寛
永
以
来
、
来
朝
し
た
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
は
医
学
伝
授
の
傍
ら
、
諸
般
の
学
術
を
伝
え
て
、
本
邦
文
化
の
資
源
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
一20一
　
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
乞
8
α
段
冨
コ
α
①
づ
｝
田
℃
田
ロ
に
よ
れ
ば
、
前
記
門
人
の
他
に
、
福
岡
藩
の
古
川
俊
平
、
藤
堂
藩
の
堀
江
鍬
次
郎
、
佐
賀
藩
の
秀
島
藤
三
郎
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
オ
ラ
ン
ダ
政
府
も
、
日
本
に
お
け
る
産
業
の
発
達
に
及
ぼ
し
た
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
の
功
績
を
認
め
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
大
臣
及
び
外
務
大
臣
は
、
安
政
四
年
（
一
七
五
七
年
）
、
国
王
に
そ
の
旨
を
報
告
し
て
い
る
。
　
安
政
四
年
八
月
十
二
日
（
一
八
五
七
年
九
月
二
十
九
日
）
、
奉
行
所
が
手
附
に
与
え
た
手
頭
に
「
出
嶋
滞
在
之
外
科
蘭
人
当
秋
商
買
船
二
而
帰
国
い
た
し
候
二
付
諸
向
之
伝
習
相
断
候
旨
申
立
候
間
此
段
申
達
候
　
右
之
趣
得
其
意
支
配
之
も
の
江
も
可
申
渡
候
　
巳
八
月
」
と
云
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ァ
ン
．
デ
ン
．
ブ
ル
ッ
ク
の
帰
国
を
さ
す
も
の
で
、
ポ
ン
ペ
到
着
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
た
ち
に
つ
い
て
は
、
村
上
直
二
郎
訳
『
出
島
商
館
日
記
』
に
そ
の
動
静
が
記
し
て
あ
り
、
そ
れ
ら
の
業
績
は
ツ
ユ
ン
ベ
リ
ー
、
シ
ー
ボ
ル
ト
を
除
い
て
、
古
賀
十
二
郎
著
『
西
洋
医
学
伝
来
史
』
に
詳
し
い
。
（
ポ
ン
ペ
交
替
に
つ
い
て
は
後
条
参
照
。
）
第
一
章
　
西
洋
医
学
伝
来
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